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特別企画

特別企画5  

医療を支えるデザインと映像 “昭和、平成と駆け抜けた各界のレ

ジェンドたちが体験を通して次世代へ伝える”
座長:今中 秀光(宝塚市立病院ＩＣＵ), 重光 秀信(東京医科歯科大学生体集中管理学)
Sat. Mar 2, 2019 3:50 PM - 5:20 PM  第1会場 (国立京都国際会館1F メインホール)

《医療を支えるデザインと映像》 

“昭和、平成と駆け抜けた 

各界のレジェンドたちが体験を通して次世代へ伝える“ 

 

●病室にアミューズメント？　快適環境プロジェクト　 

【　EMC　Effective Medical Creation　奈良医大の試み　】 

井上聡己(奈良県立医科大学集中治療部　病院教授) 

 

●医療現場における笑顔を作る薬剤？ 

【　色彩とデザインの力　】 

武澤恵理子(一般社団法人総合デザイナー協会理事、同医療委員会委員長　) 

 

●医師から映画監督の世界へ 

【　映画ヒポクラテスたち　】は今？ 

大森一樹(京都府立医科大学卒業、映画監督、大阪芸術大学映像学科学科長) 

 

●ファッションからライフスタイル、アートまで 

【　変幻自在のデザイン思考　】 

コシノヒロコ(ファッションデザイナー、神戸ファッション美術館名誉館長) 

 

この度の学会のテーマは【次世代のために】 

 

　昭和、平成と続いた時代が幕を閉じるにふさわしいシンポジュウムとなる様に50代60代70代80代の経験を重

ねた感性豊かなメンバーからのメッセージをお届けいたします 【デザインと映像で医療をささえ

る？】『Effective Medical　Creation？E.M.C.？』『病室にアミューズメント？』『医療と映像？』『医療と色

彩？デザイン？』 

意味わからん！とお思いの方々　医療の世界を専門的な視点からだけではなく、ハートフルな視点でお考えいた

だけたらと思います。 

 

 まずは映像の世界ではテクニカルな３Dを駆使した画像展開も医療現場においては多々登場してまいりました

が、医療の世界を題材にした映像　特に[映画]の世界では　その世界観の中に　人々の心の展開を様々な形で表現

し問題を投げかけています。　時には納得し、考えさせられ、希望を見つけ　助けられ　時には怒りが込み上げ

てくる事も誰しもが経験ある事ではないでしょうか。　それは薬剤投与や医療処置と同じ役目を担い効果をもた

らしています。[映画]によるユニークな視点から医療現場における　学問、技術、教育、そして人間力をどのよう

に高めていくかをも探索していきたいと思います。 

 

一方では、同じ医療現場において、色彩とデザインをベースとしたE.M.C.　Effective　Medical　Creationの存在

をお伝え致します。 

 

Science (エビデンスや生理学) とArt (医療倫理や環境デザインの最適化など) が患者のケアーに極めて密接に関
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わっていることを長年にわたり経験した医師と同じ経験を持つデザイナーとの米国での共同研究によってE.M.C　

Effective　Medical　Creation は確立されました。 

 

 あらゆる角度から最大限に, そして効果的にマネジメントするチーム医療や、多職種回診、ユニフォームデザイ

ン、視認デザインなどから始まり, 【五感 (視覚, 聴覚, 触覚, 味覚, 嗅覚)と想感（知恵と思いやり）】、を連動し現

場に働きかけることにより, 患者・家族・医療従事者の気付きと経験を構築したICUの快適空間作り,E.M.C、Art of

Medicineを検証していきます。　Creative and Critical Thinkingの実験空間として病室を非日常的なアミューズ

メント感覚に変貌させ検証していきました。　生命維持装置等の高度な診療機器や薬物的介入などの治療だけで

はなく, 音,光、香, 衣, 笑, 安, 眠, 季, 色、心、などICU環境に関わるあらゆる要素を取り入れながら, 【五感と想

感】を最大限に用いた患者ケアーを現場に還元させました。さらに　Art of Medicineの一貫として患者ケアーの

鍵となるコミュニケーション能力の改善や多職種連携やスタッフ達のストレス解消そして個々の能力を最大限に

発揮できる環境作りを、次世代の為に　大森一樹監督、コシノヒロコデザイナー、井上聡己教授、武澤恵理子

E.M.C.プロデューサーと共に考えたいと思います。 
 

 

医師から映画監督の世界へ 

 【映画ヒポクラテスたち】は今？
大森 一樹 (京都府立医科大学卒、映画監督、大阪芸術大学映像学科学科長)

【 オンデマンド配信】

 

 

 

京都府立医科大学卒業　′７７年第三回城戸賞を『オレンジロード急行』で受賞し映画監督デビュー。‘８０年自

身の医学生時代の経験をもとに大学病院に学ぶ若者たちの作品『ヒポクラテスたち』(監督・脚本)を製作。 

 

‘８３年医師国家試験合格。 

  

‘８６年　『恋する女たち』（東宝）にて、文化庁優秀映画賞、第11回日本アカデミー賞、優秀脚本賞・優秀監

督賞受賞。'８８年文部省芸術選奨新人賞受賞。'９９年『わが心の銀河鉄道～宮沢賢治物語』（東映）にて、第

20回日本アカデミー賞、優秀監督賞、受賞。 

 

大阪芸術大学映像学科学科長、日本映画監督協会理事。 

 

１９８０年映画『ヒポクラテスたち』は京都府立医大を卒業した大森一樹監督が自らの体験をもとに、大学病院

に学ぶ若者たちをいきいきと描いた青春群像。束縛されて身動きの取れない中での現実的妥協の課程を学生運

動、出世、夢、当時の生活を通し淡々と優しく描かれています。最終学年で同じグループになった医学生ら６人

は様々な不安や問題を抱えながらも、臨床実習を通じて次第に医者の卵として成長していく物語である。出演者

は、古尾谷雅人、伊藤蘭、内藤剛志、斎藤洋介。 

  

当時の京都府立医科大学をはじめ、橘井寮、東邦大学医学部、三鷹の井之頭病院などがロケ地となっている。未

来の医学会を危惧したり医療制度の疑問なども描かれており、40年後の今、主人公たちはどうなっていったので

あろうか？想像を膨らませ次世代へ何を伝えていけばいいのかも考えさせられる。 

 

又、医学の世界の作品だけではなく　平成ゴジラシリーズなども手掛け『ゴジラVSモスラ』『ゴジラVSデストロ

イア』『ゴジラVSビオランテ』『ゴジラVSキングギドラ』など幅広い層から人気を集め、信頼をおかれている。 

 

最新作の作品『ベトナムの風に吹かれて』は、ベトナムで日本語教師として働く日本人女性・小松みゆき氏が認
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知症の母との暮らしをつづった「越後のBaちゃんベトナムへ行く」を、フィクションを交えながら松坂慶子主演

で映画化した人間ドラマ。日本で離婚した後に憧れの地ベトナムへ移住し、日本語教師として働いているみさお

は、認知症が進行しはじめた母を義兄が施設に預けようとしていることを知り、母をベトナムに連れて来ること

を決意する。母は慣れない土地での生活に戸惑いながらも、ベトナムの人々の温かさに触れるうちに少しずつ笑

顔を取り戻していく。そんなある日、母が思わぬケガを負ったことをきっかけに、みさおは介護の現実に直面す

る。母役に「Shall We ダンス？」の草村礼子。 

 

認知症の母親の介護を社会問題としてとらえ、ユーモラスに描き、多くの体験者たちから共感を呼び、新たな現

代の課題にもチャレンジし続けている。 

 

 

 

 

 

 

 


